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令和６年１１月８日 

お客さま各位                          知 多 信 用 金 庫 

 

お客さま本位の業務運営に関する取組状況の公表について 
 

 当金庫は「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」のもと、お客さまの資産形成・

資産運用にかかる業務において、質の高いサービスを提供できる態勢に取り組んでおりま

す。今般、当金庫の取組状況等を以下のとおり公表します。 

 

お客さま本位の業務運営に関する取組状況について 

 
顧客の最善の利益の追求および顧客にふさわしいサービスの提供（原則２・６） 

 

当金庫取り組み方針 

１．お客さまの最善の利益を図るため、お客さま本位の情報提供およびコンサルティング

の実践を行い、質の高いサービスを提供します。 

 

①当金庫は、商品提案の際には、お客さまにヒアリングシート

にて知識・経験・財産の状況や目的をお伺いしています。 

 

金融商品選択時におけるお客さま説明用として「マネープ

ランガイド(冊子)」や「タブレットアプリ」 

（Wealth Advisors）を使用しコンサルティングを行い、お

客さまの意向(最善の利益)に沿った商品を提案する質の高い

サービスの提供に努めています。 

 

マネープランガイド表紙 

 

〇Ｗｅａｌｔｈ Ａｄｖｉｓｏｒファンドページ 

 
             〇比較機能を活用してリスク・リターンを説明しています。 
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②当金庫は、お客さまへＮＩＳＡ制度(少額投資非課税制度)について情報提供し、お取引

いただくみなさまの資産形成にお役立ていただいています。 

国が推奨する「つみたてＮＩＳＡ」を中心に、「長期・積

立・分散投資」をお客さまへご案内しています。 

 

「この一冊でわかる ＮＩＳＡのキホン（資料提供：三井

住友ＤＳアセットマネジメント）」を使用し、ＮＩＳＡ制度

について周知しています。 

 

 

 

 

この一冊でわかるＮＩＳＡのキホン表紙 

（資料は情報提供用資料です） 

 

取組状況：ＮＩＳＡ(少額投資非課税制度)の口座数の推移(単位：件) 

 

※2022年 3月末の減少原因は、2022年１月に行われた「みなし廃止(1,270件)」 
によるものです。 

   

ＮＩＳＡ制度について情報提供した結果、多くのお客さまにＮＩＳＡ口座を開設してい

ただけました。「みなし廃止※」を除けば、毎年順調に口座は増加しています。 

 当金庫は「お客さまの最善の利益の追求」に向け、ＮＩＳＡ口座を活用することに努め

ています。 
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③当金庫は、お客さまにふさわしいサービスの提供およびお客さまの最善の利益を図るた

め、定期的に商品の見直しを行っています。新規採用だけではなく、既存商品の販売停

止も含めた商品ラインナップの整備に努めています。 

 

   投資信託ラインナップ  ※販売停止ファンドは除く 

  投資先種類 2022年 3月末 2023年 3月末 2024年 3月末 

債券 国内債券 1 1 1 

海外(国内外含む)債券 7 7 6 

リート 国内リート 2 2 3 

海外(国内外含む)リート 3 3 4 

株式 国内株式 4 4 5 

海外(国内外含む)株式 9 9 11 

バランス型 4 4 4 

つみたてＮＩＳＡ専用ファンド 6 6 10 

合 計 36 36 44 

   2024年度は、新ＮＩＳＡ対象商品の充実に努めました。 

 

 

保険商品ラインナップ  ※販売休止商品は除く 

商品種類 
2022年 

3月末 

2023年 

3月末 

2024年 

3月末 

一時払 終身保険 外貨建 1 1 1 

平準払 

終身保険(全期前納) 円建 1 1 1 

医療保険 2 2 2 

がん保険 1 1 1 

火災保険(住宅・事業性） 3 3 3  

債務返済支援保険 1 1 1  

傷害保険 1 1 1  

合 計 10 10 10  
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④当金庫は、金庫営業時間中に来店が困難な現役世代向けに、営業時間外でも投資信託

売買が可能な「投信インターネットサービス」を取扱い開始しました。サービス開始に

より質の高いサービスを提供できるようになりました。 

 

 

〇電子交付３つのメリット 

１．安心・安全  ２．簡単・スピーディー ３．エコ 

 

〇スマホにも対応しています。 

 

〇投信インターネット取引を利用した場合の購入手数料は、

対面のお取引よりも優遇しています（積立投信を除く） 

 

 

 

令和６年１月サービス開始 

 

 

利益相反の適切な管理（原則３） 

 

当金庫取り組み方針 

２．利益相反の適切な管理に努めます。 

 

 

①当金庫は、お客さまの利益に反した活動は行わない事を指導しています。また、新商

品採用時には利益相反がないことを確認し慎重に選定するよう努めています。 

 

②当金庫の利益相反管理方針の概要については、ホームページ上で公表しています。 
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重要な情報の分かりやすい説明および手数料等の明確化（原則４・５） 

 

当金庫取り組み方針 

３．重要な情報を分かりやすく提供し手数料等は明確にお伝えします。 

 

①当金庫は、取扱い商品の手数料やその他の費用の説明を、目論見書やパンフレットおよび

タブレット等を使用し丁寧に行っています。  

 

 

投信インターネット取引を利用し

た場合の購入手数料は、対面のお取

引よりも優遇しています（積立投信

を除く） 

 

当金庫の投資信託ファンドラインナップ 

（手数料の明確化）一部抜粋 

 

 

 

また、重要な情報について、お客さまの理解度に合わせて、分かりやすい言葉で説

明を行い、商品によってはより重要な部分を「重要事項説明確認書」にて再度説明す

るよう努めています。  

 

②当金庫は、重要情報シート「金融事業者編」および「個別商品編（外貨建商品）」の

活用により、お客さまが「重要な情報を一目で見るこ

とができるように」しています。 

 

 

 
当金庫は重要情報シート「金融事業者編」を使用し 

重要な情報を分かりやすくお伝えできるように努めています。 

 
 

 

 

 

 

 

③パッケージ商品について 

2024年 3月末現在、販売中の投資信託のうち４商品が「ファンド・オブ・ファンズ」です

が、当金庫では上場投資信託を個別にご購入いただくことができません。 
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従業員に対する適切な動機づけの枠組み等（原則７） 

 

当金庫取り組み方針 

４．役職員に対する適切な動機づけを行います。 

 

①当金庫は、質の高いサービスの提供を目指すため、毎年、預かり資産専担者研修※（預

かり資産専門担当者研修）を実施し知識向上に努めています。  
14期生 15期生 16期生 17期生 18期生 19期生 

受講人数 18 17 16 17 16 17 

２０２４年４月１日現在で、１４１名の研修修了者が在籍しています。 

 

※預かり資産専担者研修は、投資信託・保険・国債・年金等の商品研修や提案研修

を１年を通して学ぶ研修です。 

 

研修は、２００５年から導入され毎年実施、お客さま

の資産形成に必要な情報提供およびコンサルティングの

実践に必要な研修を行っています。研修カリキュラム内

では、「顧客本位の業務運営（フィデューシャリー・デュ

ーティー）」の研修も行い、顧客本位の業務運営の定着に

努めています。 

 

当金庫作成の「投資信託基礎」研修表紙（参考資料） 

 

金融商品を基礎から学びお客さまへ分かりやすくお伝えできるように努めています。 

 
②お客さまの最善の利益を図るため、各部店「預かり資産リーダー」を任命し、定期的な

研修により、知識向上やコンプライアンス意識を高めるよう人材育成しています。 

 預かり資産リーダー研修の実施回数 

実施年 2022年度 2023年度 

回数 5 4 

 

 

※上記原則(原則番号 2～7)は、金融庁が公表する「顧客本位の業務運営に関する原則」に示されているも

のです。当金庫は、本原則を採択し「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」を公表しています。  
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当金庫は、お客さま本位の良質な金融商品・サービスを提供する金融事業者を、お客さ

まが選ぶ上で比較検討できるように「統一的な指標（以下、共通ＫＰＩ）」を公表します。 

 

投資信託の販売会社における比較可能な共通ＫＰＩについて 

 

１．投資信託の運用損益別顧客比率について(※1) 

 2024年 3月末時点で、運用収益がプラス(0%以上)のお客さまの比率は 90％となりました。 

 

 

 

・運用損益は、基準日時点の評価金額＋累計受取分配金額(税引後)＋累計売付金額－累計買付金額

(販売手数料(税込)を含む)にて算出 

・原則、2003年 6月以降の数値をもとに算出 

・過去 3年分の表示 

 

※1)「運用損益別顧客比率」とは？ 

投資信託を保有しているお客さまの、基準日時点の保有投資信託に係る購入時以降の累積の運

用損益(手数料込)を算出し、運用損益顧客比率を示した指標です。個々のお客さまが保有している

投資信託について、購入時以降どのくらいの損益状況かを見ることができます。 

 

  

（運用損益別顧客比率） 2024.3 月末 90％ 
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２．投資信託の預かり残高上位 20銘柄のコスト・リターンとリスク・リターンについて 

設定後 5 年以上の投資信託の預かり残高上位 20 銘柄(P10 参考)について、銘柄毎および預かり

残高加重平均のコストとリターンの関係、リスクとリターンの関係を示した指標です。 

コスト・リターンの指標は、中長期的に金融機関がコストとの見合いでどのようなリターン実績

を持つ商品をお客さまに多く提供してきたかを見ることができます。 

 

投資信託の預かり残高上位 20銘柄のコスト・リターン 

 

2024年 3月末時点で、運用期間 5年以上の預かり残高上位 20銘柄にて算出 

 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 

 

   低                     高 

 

2023年 3月末時点で、運用期間 5年以上の    2022年 3月末時点で、運用期間 5年以上の 

預かり残高上位 20銘柄にて算出          預かり残高上位 20銘柄にて算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

残高加重平均値 

コスト リターン 

1.83% 11.24% 

低         コスト         高 

リ
タ
ー
ン 

・コストは販売手数料率の 1/5と信託報酬率(年率・税込)の合計値 

・数値等はあくまでも過去の実績であり将来を約束するものではありません 
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残高加重平均値：コスト 1.68％ リターン 7.63％ 残高加重平均値：コスト 1.72％ リターン 5.80％ 
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投資信託の預かり残高上位 20銘柄のリスク・リターン 

 

リスク・リターンの指標は、中長期的に金融機関がリスクとの見合いでどのようなリターン実

績を持つ商品をお客さまに多く提供してきたかを見ることができます。 

 

2024年 3月末時点で、運用期間 5年以上の預かり残高上位 20銘柄にて算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 3月末時点で、運用期間 5年以上の     2022年 3月末時点で、運用期間 5年以上の 

預かり残高上位 20銘柄にて算出          預かり残高上位 20銘柄にて算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・リスク・リターンは年率換算 

・数値等はあくまでも過去の実績であり将来を約束するものではありません 

  

残高加重平均値 

リスク リターン 

16.52％ 11.24％ 

残高加重平均値：リスク 13.54％ リターン 7.63％ 
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低                         高 

残高加重平均値：リスク 15.19％ リターン 5.80％ 
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参考：投資信託の預かり残高上位 20銘柄（2024年 3月末） 

 銘  柄  名 コスト リスク リターン 

① グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 2.60% 20.90% 22.18% 

② 新光ＵＳ－ＲＥＩＴオープン 2.23% 18.42% 7.66% 

③ しんきんＪリートオープン（毎月決算型） 1.49% 14.90% 0.65% 

④ トヨタ自動車／トヨタグループ株式ファンド 1.09% 22.80% 21.66% 

⑤ リスク抑制世界８資産バランスファンド 0.98% 3.65% -0.21% 

⑥ しんきん３資産ファンド（毎月決算型） 1.49% 9.24% 6.82% 

⑦ グローバルＡＩファンド 2.59% 27.67% 22.74% 

⑧ 
三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ・インデックスファンド 

（為替ノーヘッジ型） 
1.19% 17.31% 17.35% 

⑨ ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし） 2.46% 13.53% 9.23% 

⑩ 新成長株ファンド 2.53% 20.55% 8.35% 

⑪ しんきんインデックスファンド２２５ 0.88% 17.00% 14.87% 

⑫ しんきん好配当利回り株ファンド 1.32% 14.72% 13.95% 

⑬ ＡＩ（人工知能）活用型世界株ファンド 2.24% 16.66% 18.13% 

⑭ 三井住友・グローバル・リート・オープン 2.41% 21.00% 4.04% 

⑮ ハイグレード・オセアニア・ボンド・オープン（毎月分配型） 1.82% 9.80% 4.08% 

⑯ グローバルＳＤＧｓ株式ファンド 2.35% 13.69% 14.70% 

⑰ Ｏｎｅ国内株オープン 2.42% 16.11% 15.38% 

⑱ グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型） 1.71% 5.52% 3.47% 

⑲ しんきんＪリートオープン（１年決算型） 1.46% 14.88% 0.78% 

⑳ ニッセイ日本インカムオープン 1.16% 1.15% -0.23% 
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外貨建保険の販売会社における比較可能な共通ＫＰＩについて 

 

１．運用評価別顧客比率について(※1) 

2024年 3月末時点で、運用収益がプラス(0%以上)のお客さまの比率は 79％となりました。 

 

参考）2023年 3月末時点で運用収益がプラス(0%以上)のお客さまの比率は 33％でした。 

・運用評価は、基準日時点の解約返戻金額※＋基準日時点の既支払金額-契約時点の一時払保険

料（いずれも円換算）。運用損益率は、上記で算出した「運用評価」を契約時点の一時払い

保険料(円換算)で除して算出したものです。※)解約返戻金額について、時価評価を行うた

め、金利変動による市場価格調整は反映する。 

・顧客が複数の契約に加入している場合は、複数の顧客としてみなします。 

 

※1)「運用評価別顧客比率」とは？ 

基準日に外貨建保険を保有している各顧客について、購入(加入)時以降の運用損益を算出し、

全顧客を１００％とした場合の運用損益別の顧客分布を示した指標です。 

この比率は、投資信託の共通ＫＰＩと同様に定義したものですが、保険は投資信託とは異なり

保障機能を有する商品となりますので、リターンのみをもって投資信託と単純に比較することは

適切ではありません。保険商品としての特徴について下記についてもご確認ください。 

 

公表資料についての留意事項 

●外貨建保険は、保障と運用を兼ねており、満期や死亡の際には保険金が支払われます。解約時には
解約返戻金が支払われますが、保険商品は長期保有を前提としており、特に、契約後の早い段階に
解約した場合に受け取る解約返戻金は、一定額の解約控除等により、一時払保険料を下回る場合が
多くあります。 

●解約返戻金は基準日時点の為替レートで円貨換算しており、満期まで保有した場合や、外貨で受け
取る場合の評価とは異なります。 

－50%未満
－50%以上

－30%未満

－30%以上

－10%未満

－10%以上

0%未満

0%以上

＋10％未満

＋10%以上

＋30%未満

＋30％以上

＋50%未満
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2023年3月末 0 0 28 39 19 14 0 0

2024年3月末 0 0 0 21 52 18 9 0
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２．銘柄別コスト・リターンについて 

   

6 

 

商品名称 コスト リターン 

ロングドリームＧＯＬＤ２ 1.05% 6.08% 

 

・外貨建一時払商品は１商品のみの取扱いのため、加重平均値の表示はありません。 

・当金庫が募集をおこなった商品で、基準日に５年以上経過している契約が対象です。 

・基準日時点で解約済みの契約、年金の支払いが開始している年金契約は除外 

 

 

ご不明な点はお近くの窓口までお問合せください。 
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